
 

東京消防庁主催の 

「第 2 回 家具類の転倒・落下・移動防止対策キャンペーン 

 ～長周期地震動から身を守るために～」に対する JBMIA の協賛について 

 

平成２４年９月１８日 

技術委員会 安全小委員会 

複写機の地震安全対策 WG 

 

 

JBMIA では 2009 年に技術委員会 安全小委員会の傘下に「複写機の地震安全対策 WG」を発

足させ、東京消防庁をオブザーバに招き、技術的なアドバイスを受けながら活動を重ね、 

2011 年 10 月に技術報告書「TR-22」

（http://hyojunka.jbmia.or.jp/hyojun2/upload-v3.2/archive/TR-22.pdf）を発行。会員企業及び

一般にもその活動成果を公開しています。 

 

また、2009 年以降の JBMIA フォーラムにてその活動成果を発表することで、広く一般への

情報発信を行ってきました。更に、本年 3 月に実施された東京消防庁主催の「第 1 回 家具類

の転倒・落下・移動防止対策キャンペーン ～長周期地震動から身を守るために～」に協力依頼

があったことから、JBMIAの防災に対する活動内容と活動成果を積極的に広報する機会と捉え、

JBMIA 内外にアピールすることができました。 

 

これらの協力活動の中で、東京消防庁発行の「家具類の転倒・落下・移動防止対策ハンドブ

ック」に見直しがかけられ、JBMIA 技術報告書 TR-22 の考え方、推奨対策事例の意図が反映さ

れました。 

（http://www.tfd.metro.tokyo.jp/hp-bousaika/kaguten/handbook/index.html） 

 

今回、東京消防庁が「第 2 回 家具類の転倒・落下・移動防止対策キャンペーン ～長周期地

震動から身を守るために～」を主催するに当たり、再度東京消防庁から JBMIA に協力要請があ

り、JBMIA は第 1 回同様、積極的に活動に参画し、TR-22 に沿った地震対策を行うことで安全

性が向上出来ることの情報発信・地震対策の啓発活動を行います。 

 

 



これからも、JBMIA 及びその会員企業は地震に備えるための安全対策活動を引き続き推進し

ていきます。 

 

ご参考： 東京消防庁 ホームページ （http://www.tfd.metro.tokyo.jp/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



してますか？
家具類の転倒・落下・移動防止対策

東 京 消 防 庁

家具類の転倒・落下・移動防止対策キャンペーン
～長周期地震動などから身を守るために～

地震時の家具類の移動に注意地 震 時 の 落 下 物 に 注 意



キャスターを固定

壁に寄せて固定

頻繁に移動する家具類は、キャスターをロックし、
壁と着脱式ベルトなどで連結しましょう。あまり移
動しないキャスター付き家具類は、キャスターに下
皿を敷き、さらに転倒防止対策をしましょう。

家具やテレビ、パソコンなどを固定し、転倒や落下
防止措置をしておきましょう。また、就寝中の地震
発生に備えて寝室の家具は、優先的に転倒防止対策
を実施しましょう。重いものは、下に収納すること
で家具の重心が低くなり転倒しにくくなります。

器具の種類と効果

脚の部分のロックを行うとともに、冷蔵庫の上部を
ベルトなどで背面の壁と連結することが有効ですが、
壁側にネジ止めをする器具の場合は、壁の強度のあ
る部分で行う必要があります。

・冷蔵庫

・テレビ

ストラップや粘着マット、ヒートンを使って連結・
固定する場合は、テレビ本体の形状・重量や壁の強
度に応じた対策が重要です。テレビは重心が高く、
テレビ台ごと転倒することがあります。テレビ台も
壁や床などに固定しましょう。

各家電製品は取り扱い説明書に従い固定してください。

間柱 ヒートン

電化製品の転倒・落下・移動防止

問合せ先

家具類の転倒・落下防止

家具類の移動防止

下皿

・電子レンジ

安全な家具の配置

避難の妨げに
なることがあ
るので、通路
や出入口周辺
に転倒･落下･
移動しやすい
家具類を置か
ないようにし
ましょう。
家具類を置く
方向にも注意
しましょう。

転倒防止器具は、震度６強の揺れを再現した実験で、その効果を測定しました。


